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群   馬   県 

  

◎文化功労賞   
 個 人 の 部    

    

さ い と う  こ う て い  

齋藤  黄庭 （ 高 崎 市 ）                        【 芸 術 （ 書 道 ） 】  

（ 一 社 ） 群 馬 県 書 道 協 会 事 務 局 長 と し て 、 中 心 的 な 役 割 を 果 た し て お り 、 組 織

・ 事 業 運 営 に 尽 力 し 、 県 民 の 書 道 文 化 の 振 興 に 寄 与 し て い る 。  

 ま た 、 長 年 に わ た り 、 書 道 作 品 を 発 表 し て お り 、 書 道 の 技 術 の 向 上 と 後 進 の 育

成 に 努 め て き た 。  

 

ま す だ  た け し  

増田  毅 （ 渋 川 市 ）                             【 芸 術 （ 写 真 ） 】  

長 年 に わ た り 、 群 馬 県 写 真 展 の 運 営 に 携 わ り 、 群 馬 県 写 真 文 化 協 会 の 発 展 に 尽

力 し 、 県 民 の 写 真 文 化 芸 術 活 動 に 寄 与 し て い る 。  

ま た 、 県 写 真 展 に 特 別 出 品 者 （ 委 嘱 作 家 ） と し て 、 模 範 と な る 作 品 を 展 示 し 、

写 真 文 化 の 普 及 に 努 め て き た 。  

  

ほ り え  ゆ り こ  

堀江  百合子 （ 沼 田 市 ）                        【 文 化 全 般 （ 華 道 ） 】  
 長 年 に わ た り 、 華 道 展 等 に 出 展 す る と と も に 、 華 道 教 室 や 生 花 ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 を 通 じ 、 文 化 の 面 か ら 積 極 的 に 社 会 貢 献 活 動 に 取 り 組 ん で き た 。  

ま た 、 沼 田 市 文 化 協 会 監 査 と し て 、 地 域 の 文 化 の 発 展 に 寄 与 し て い る 。  

 

さ い と う  あ き ら  

斉藤  晃 （ 吉 岡 町 ）                      【 文 化 全 般 （ カ ラ オ ケ ） 】  
  陣場カラオケ愛好会を立ち上げ指導者として普及活動を行うとともに、吉岡町内

で横断的な団体（連絡協議会）の設立を推進し、地域のカラオケ文化の発展に尽力し

てきた。   

また、吉岡町文化協会副会及び会長として１０年間にわたり、同協会の発展に寄与

するとともに、その後は顧問として同協会の活動を支え、地域全体の文化の振興に貢

献している。  

 

し も や  と も の ぶ  

下谷  友伸（ 嬬 恋 村 ）                    【 文 化 全 般（ 文 化 協 会 の 活 動 ）】 
 嬬 恋 村 文 化 協 会 会 長 と し て 、 中 心 的 な 役 割 を 果 た し 、 地 域 の 芸 術 ・ 文 化 の 振 興

に 寄 与 し て き た 。  

ま た 、 県 書 道 展 や 毎 日 書 道 展 に 入 選 す る と と も に 、 書 道 団 体 を 主 宰 し 、 指 導 す

る な ど 地 域 文 化 の 向 上 に 貢 献 し て い る 。  

  

  



に の み や ま ち む け い ぶ ん か ざ い ほ ぞ ん か い  

二之宮町無形文化財保存会（ 前 橋 市 ） 【 民 俗 芸 能（ 神 楽・雅 楽・式 三 番 叟 ）】 

 前 橋 市 二 之 宮 町 に 伝 わ る 郷 土 芸 能 の 神 楽・雅 楽 、式 三 番 叟 の 保 存・伝 承 の た め 、

長 年 に わ た り 尽 力 し て き た 。 二 宮 赤 城 神 社 例 大 祭 な ど に お い て 、 神 楽 ・ 雅 楽 、 式

三 番 叟 の 公 演 を 定 期 的 に 実 施 し て い る 。  

ま た 、 郷 土 芸 能 伝 承 者 の 資 質 の 向 上 、 後 継 者 の 育 成 、 保 護 思 想 の 普 及 を 積 極 的

に 行 い 、 地 域 に お け る 郷 土 芸 能 の 振 興 ・ 発 展 に 寄 与 し て い る 。  

 

た か さ き き ょ う ど し か い  

高崎郷土史会 （ 高 崎 市 ）              【 文 化 全 般 （ 郷 土 史 ） 】  

 昭 和 23 年 に「 鬼 城 会 」と し て 結 成 さ れ て 以 降 、県 内 外 の 史 跡 巡 り や 文 化 講 演 会

の 開 催 、 勉 強 会 、 歴 史 体 験 学 習 な ど 、 活 発 に 活 動 を 続 け て き た 。 郷 土 の 歴 史 民 俗

を 探 求 す る と と も に 、 郷 土 史 の 継 承 や 地 域 文 化 の 向 上 に 寄 与 し て い る 。  

 

お お や ぶ し し ま い ほ ぞ ん か い   

大藪獅子舞保存会 （ 吉 岡 町 ）            【 民 俗 芸 能 （ 獅 子 舞 ） 】  

長 年 に わ た り 、 吉 岡 町 大 藪 地 区 に 伝 わ る 獅 子 舞 の 継 承 と 保 存 に 尽 力 し て き た 。  

地 域 の 祭 り に 獅 子 舞 を 奉 納 す る 他 、 町 内 外 で 積 極 的 に 発 表 し 獅 子 舞 の 普 及 ・ 促 進

に 努 め て い る 。ま た 、群 馬 県 で 開 催 さ れ た 第 16 回 国 民 文 化 祭 獅 子 舞 フ ェ ス テ ィ バ

ル で は 、 県 代 表 の 1 つ と し て 獅 子 舞 を 披 露 す る 他 、 明 治 神 宮 で は 、 ３ 回 、 獅 子 舞

を 奉 納 し て い る 。  

 

お う ら ま ち さ か ど う か い   

邑楽町茶華道会（ 邑 楽 町 ）            【 文 化 全 般（ 茶 道・華 道 ）】 

長 年 に わ た り 、 地 域 に お け る 幅 広 い 年 代 の 人 た ち に 対 す る 茶 華 道 の 普 及 活 動 に

積 極 的 に 尽 力 し て き た 。 ま た 、 小 学 校 や 子 ど も 向 け イ ベ ン ト な ど で 、 子 ど も た ち

へ の 茶 道 文 化 体 験 活 動 を 行 い 、 後 進 の 育 成 に 取 り 組 む と と も に 、 地 域 文 化 の 向 上

に 寄 与 し て い る 。  

  

 

 

 

 
 
団 体 の 部  

 

 

 

   

◎文化奨励賞 

 個 人 の 部   

   

く ぼ  こ う い ち  

久保  晃市 （ 高 崎 市 ）                【 文 化 全 般 （ 発 明 ） 】       

 ９ 歳 で 、高 崎 少 年 少 女 発 明 ク ラ ブ に 入 り 、も の づ く り を 本 格 的 に 始 め る 。以 降 、

毎 年 、 発 明 く ふ う 展 に 出 品 す る た め の 発 明 作 品 を 創 作 。 令 和 ６ 年 に 行 わ れ た 世 界

青 少 年 発 明 工 夫 展 で は 銀 賞 を 受 賞 す る な ど 、 そ の 功 績 は 卓 越 し て い る 。  

 

や ま も と  け い  

山本  慧 （ 伊 勢 崎 市 ）                        

わ た な べ  と う や  

渡辺  桐矢 （ 伊 勢 崎 市 ）  

あ か い し  は じ め  

赤石  基 （ み ど り 市 ）           【 文 化 全 般 （ プ ロ グ ラ ミ ン グ ） 】   

７ 歳 で 、プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 室 に 通 い 始 め る 。昨 年 １ 月 に 同 教 室 メ ン バ ー ３ 人 に

よ る 「 ホ ッ ト チ キ ン 」 を 結 成 。 令 和 ６ 年 に 行 わ れ た 小 ・ 中 校 生 対 象 の 国 際 的 な ロ

ボ ッ ト プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ン テ ン ス ト「 WRO（ ワ ー ル ド・ロ ボ ッ ト・オ リ ン ピ ア ー ド ）」

で ５ 位 に 入 賞 す る な ど 、 そ の 功 績 は 卓 越 し て い る 。  


